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どうも、前田です。これは、セミナーの告知文です。遠い未来だと思っていた 2017 年のツアーが、

あと 1カ月程度で始まることに気付き、書き始めました。最初に軽くツアー全体のことを説明し、

次に横浜開催について書いていきます。 

 

 全国ツアーやります。
ボクと濵﨑さんは、TOEICを受験する人の役に立てるように、いろんなテーマを設定し、イベント

を行ってきました。2016年には、2日間集中のセミナーを全国で 8回行いました。 

 

そのツアーの名称は「STARTING OVER」でした。そう、「や

り直し」です。そんな名前にしたのは、TOEICテストの出題

形式が 2016年 5月にアップデートされたからです。2006年

の「リニューアル」と比べれば小さい改訂にとどまったものの、

多くのことを「やり直す」ことになると分かっていたので、ツ

アー名に反映させました。 

 

「STARTING OVER」が 8月に終了し、ボクたちは 2017年の計画を話し合いました。ツアーを再

びやるのか？ 2人の答えは「YES」でした。では、どこでやるのか？ 決めました。 

 

 行く街は……
2017年のセミナーツアーで行く街は（とっくに発表済みですが）、次の通りです。 

 

3月に横浜でスタート。4月に福岡と大阪へ。5月に愛知、6月は広島。7月に札幌と仙台へ。そし

て、11月の那覇が最後です。那覇開催だけ特別扱いをするために時間を空けます。何がどう特別な

のかは未定ですが、「3月から 7月までに参加した人が、那覇開催にも参加できるように、明らかに

異質なイベントを那覇で行う」ことは確定済み。ですので、これから説明する企画概要は那覇開催

には当てはまりません。そのつもりでお読みください。 

 

 コンセプト
このツアーは何のためにやるのか。決めました。 

 



文脈、文脈って言うけど、文脈って結局、

何なの？ どうすりゃ、その「文脈を理解す

る力」が伸びんの？ という至極もっともな

疑問を晴らす。そのためのハードな訓練を

 提供する。
 

これです。このために全国ツアーをやります。ボクも濵﨑さんも本を書いたりセミナーで教えたり

する中で、「文脈を考えると、これはこうですね」とか「文脈をつかんでいれば、この選択肢はダメ

だと一瞬で分かりますね」といった言葉を何度も使います。使いますが、どうもスッキリしません。 

 

文脈をつかむ？ 何をすりゃいいの？ そういった疑問を受講者に与えている気がしているのです。

でも、1分や 2分で答えられるわけではありません。もっと時間が必要です。今回のツアーは、ボ

クたちなりの「確信を持って正解を選び続けるようになれるための、文脈理解力養成講座」にしま

す。2日間で 12時間の授業を、いえ、訓練を提供します。 

 

「STARTING OVER」では、「講師がしゃべる時間」が長めでしたが、今年のツアーは違います。

「参加者が脳ミソから汗を流す時間」が長くなります。それを覚悟し、真剣に勉強したい、体と心

と脳みそを鍛えたい人に参加していただきたいです。 

 

 得たいものは何？
ボクも濵﨑さんも、企業研修や少人数制セミナーをやることがあり、講義の終わりに質問を受ける

ことがあります。そして、次のような質問がよく来ます。「○○という方法が効果的だと XXで読ん

だのですが、どうお考えですか？」「○○先生が XXという本で YYと書いていますが、本当なので

しょうか？」 そのような質問をする動機は理解できますが、あえて言わせていただきます。 

 



一体いつまで、勉強法を勉強し続けるの

ですか。成果を出したいのなら、そろそろ

勉強法の勉強を止めないと“手遅れ”に

なりますよ。 
 

大きい成果を出す人は、「やり方を探す時間」の 1,000倍を「実践する時間」に費やす人です。もち

ろん、先月スタートした人は違いますよ。その人は最初に 1時間ほど「やり方を探した」として、

まだ 50時間しか実践していないかもしれません。でも、「やり方を探す時間」の第 2ラウンドには

突入していません。そのまま実践しまくり、1,000時間は続けるでしょう。 

 

一方、残念なことに、成果をあまり出さない人は、「やり方を探す」ことに費やす時間が長いです。

ボクはこんなテーマで研究している学者ではないので、データを使って証明することはできません。

ですが、体験的に知っています。頻繁に、そして、何度も、または、長時間かけて、「やり方を探す」

人は大した成果を出さないものです。 

 

今回のツアーでは、ボクたちはボクたちなりのベストを尽くします。「あなたが家に帰ってからも実

践できること」を伝えたいのです。やり方を探すのは、もう止めましょう。 

 

 この本を使う理由
教材は『TOEICテスト新形式問題やり込みドリル』（アルク／2,052円）です。この本を使う理由は

3つあります。 

 

1つ目は「新形式問題に完全に特化している」こと。2つ目は「文脈理解力を伸ばす良質な訓練がで

きる」こと。3つ目は「ハードトレーニングに適した練習問題がたくさん収録されている」ことで

す。特に、多くの受験者を苦しめている「意図問題」 をウルトラ重視しているマレな本です。 

 

では、さらに詳細な情報と、先頭バッターとなる横浜開催の説明に入ります。 



 

 2017年 3月 18日（土）～11月 5日（日） 

 10:00-17:30（両日） 

 21,600円（税込／教材費を含まず） 

 『TOEICテスト新形式問題やり込みドリル』（アルク） 

  ＊少なくとも愛知開催まではこの本を使うことが確定しています 

 

 横浜 2017年 3月 18日～19日（ビジョンセンター横浜） 

 福岡 2017年 4月 15日～16日（リファレンス大博多ビル） 

 大阪 2017年 4月 29日～4月 30日（天満研修センター） 

 愛知 2017年 5月 27日～28日（オフィスパーク名駅・プレミア会議室） 

 広島 2017年 6月 10日-11日（広島オフィスセンター） 

 札幌 2017年 7月 1日～2日（札幌駅前ビジネススペース） 

 仙台 2017年 7月 15日～16日（仙都会館） 

 那覇 2017年 11月 4日～5日 



 

会場：ビジョンセンター横浜（横浜駅徒歩 5分） 神奈川県横浜市西区北幸 2-5-15 

日時：2017年 3月 18日（土）～3月 19日（日） 10:00～17:30 ＊計 12時間／単日参加不可 

定員：48名 

 

講師：濵﨑潤之輔／ヒロ前田 

料金：21,600円（税込） 

教材：『TOEICテスト新形式問題やり込みドリル』（アルク／2,052円） 

＊書店でご購入のうえ、会場にご持参ください 

注意：指定教材の予習は必要ではありません。（事前に取り組んでいても問題は起きません） 

資格：TOEICスコア 500点以上を取得したことがある方（未受験者はご参加いただけません） 

 

内容： 

基本的に「演習」と「解説」、そして「訓練」が中心となります。 

 

2日間で、Part 3と Part 4、Part 6と Part 7を扱います。パートによって費やす時間は異なります。

原則として、「文脈理解が特に求められるパートや設問」に多くの時間を割り当てます。 

 

 

興味があればアマゾンなどでチェックしてください。 

濵﨑潤之輔 http://amzn.to/2kX87jn ヒロ前田 http://amzn.to/2ku4fTw 

 

http://amzn.to/2kX87jn
http://amzn.to/2ku4fTw
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GREAT VOYAGE 2017……今年も昨年に続き、僕たちは全国ツアーに出ることにしました。TOEIC L&R

テストと日々真摯に向き合い、研究を重ね、その過程で常に進化をし続ける、「現時点でのベストな講義」

をみなさまにお届けすることをここにお約束いたします。僕たちと一緒にテキストを徹底的にやり込み、

あなたの明日・未来の糧になる、礎となる opportunityを是非とも手にしてください。Will you be our 

comrade? あなたと楽しく一緒に学ぶことができるのを、心待ちにしています。 

 

濵﨑潤之輔 

 

ボクが東京に引っ越してきたのは 1997年の春ですから、ちょうど 20年前です。東京に住んでいると、

いろんなことが当たり前に思えてしまうことがあります。例えば、TOEIC対策講座やセミナーはあちこ

ちで開かれています。勉強会も毎週のようにどこかで開催されています。でも、それは東京だけで起き

ていると言っても過言ではありません。地域格差をなくしたい。その想いから、今年もツアーを敢行し

ます。一緒に勉強しましょう。会場でお会いできることを願っています。 

 

ヒロ前田 



GREAT VOYAGE 2017 Japan Tourに参加したい方は、下のフォームからお申し込みください。 

 

申し込み方法 

満席になったら自動で締め切られます。空席がある場合でも、開催が迫ってきたら予告なく受付が

終了となる場合があります。 

 

申し込み完了後に自動返信メールが送られますので、よくお読みになってください。受講料のお支

払いをもって正式に席を確保いたします。 

 

申込フォームはこちらです↓ 

 

 

リンクが機能しない場合 → https://ws.formzu.net/dist/S74464040/ 

 

申込前に確認したいことがある場合は、先に「問い合わせフォーム」を使ってください。 

セミナーに関する FAQコーナーもあります。 

 

https://ws.formzu.net/dist/S74464040/
https://www.formzu.net/fgen.ex?ID=P7053673
http://hiromaeda.info/zg/?page_id=1371

